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事業番号 74 平成２４年度事業評価シート　（平成23年度事業の評価）

事業名 放課後児童健全育成事業放課後児童健全育成事業放課後児童健全育成事業放課後児童健全育成事業 担当課 子育て支援課

事業期間 開始年度 平成12年度 終了予定年度

総合計画

めざすまちの姿 ふれあいあふれる、はつらつとしたまち

最終目標
（H32)

目標 母と子を大切にする（児童福祉）

中間目標
 （H27)

成果指標

子育て支援センター担当係

児童福祉総務費

その他（

位置づけ
関連計画

根拠法令

指定管理

その他

実施方法

・保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校の低学年児童に対して、放課後等に適切な遊び及び生活の
場を与えて、その健全な育成を図る。

市が直接実施・運営 一部又は全部委託

湖西市放課後児童健全育成事業実施要綱

実施主体

予算区分
一般会計 民生費 児童福祉費

細事業

平成22年度

これまでの改善・
見直しの状況

・鷲津小開催場所
　　北校舎２階から用務員室、現在のふれあい交流館と場所の変更を行った。
・岡崎小の開催場所
　　南校舎２階から岡崎幼稚園２階保育室、現在のプレハブと場所の変更を行った。

対象（誰のため） 全市民 特定の市民 特定の団体 その他

事業の目的
（何のため）

物件費（委託料・役務費）

内容（概要）

・少子化の進行、夫婦共働き家庭の増加、家庭や地域の子育て機能の低下など児童を取り巻く環境が大きく変化して
きている。こうしたことを受け、子育て支援事業の一環として放課後児童健全育成事業を平成１２年度から開始。
・昼間保護者等のいない小学校低学年児童を、小学校の空き教室等を利用して保育を行う。
　開催場所
・鷲津小（ふれあい交流館）　平成１４年４月から　　・白須賀小　平成１４年４月から
・東小　平成１５年４月から（長期休暇のみ）　平成２０年１０月から平日開始
・岡崎小　平成１２年４月から　　・知波田小　平成１５年４月から
・なろっぷスクール　平成７年７月から　　・新居小（あらいっこたまゆらの家）　平成１２年４月から
・岡崎保育園　平成２３年４月から　　各クラブに委託。

平成２３年度事業費

事業費
15,315 21,840 21,828 （内訳）

補助費等（保険）国庫支出金

平成23年度 平成24年度

14,578 20,676 20,367

地方債

309

県支出金 8,733 12,864 13,041 20,676

一般財源 7,812

職員人件費 2,075

財
源
内
訳

5,854

その他

2,031 1,968 　人工 0.3

8,787



３．事業の評価

事業の実施状況

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

平成24年度 達成率

活
動
指
標

内容 平成22年度 平成23年度

313

放課後児童クラブの登録人員
（目標は、定員）

人
369 414

#DIV/0!

414

82%

#DIV/0!

改善点
効果額

H24-H23
（千円）

338

・放課後児童に適切な遊び場や生活の場を提供することにより、児童の健全育成に結びついている。

今後の方向性 ・一部の学校において、受け入れができない児童が生じているため、新たな場所の確保等を検討していく。

実
績
・
改
善

平成23度
活動内容

・各児童クラブに学童保育を委託。
・自動車関連企業の７月から９月までの土･日曜日操業に伴う、学童保育の開催。（岡崎小学校・なろっぷ
ス
　クール・あらいっこたまゆらの家において保育を実施）
・土・日曜日開催の実施の反省会を行う。

課題・問題点
となった事項

・岡崎小学校において、学童保育を希望する数名の児童を受け入れできなかった。

どう対処したか
・なろっぷ放課後児童クラブの紹介を行った。
・岡崎小学校については、定員を超える児童を受け入れできないため、新たな学童保育の場所を検討した。

現行の内容で実施 事業主体 市

自
己
評
価

事業目的の
達成状況

・保護者からの学童保育を希望する児童の受け入れを行い、放課後児童の健全育成を行うことができた。

※必要性
事業を廃止・休
止したときの影響

・放課後に保護者が不在のため、家庭での適切な保護及び育成を受けられない児童が増加する。

判定

判定理由

A継続


